
視聴方法を必ずご確認ください

※インターネット環境で行なってください。

アプリ「Zoom」を使用した
視聴になりますので、
事前にインストールが必要です。

不明点は、当院ホームページを参照、
またはお電話でお問合せください。

茅ケ崎中央　医学講座

茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

お問合せ

学校検診、職場健診、そして、特定健診
生まれてこのかた、何らかの健診の機会が
あります。
折角の機会を役立てて下さい。
この講座が、少しでも皆様の助言になれば、
幸いです。
＋ちょっとだけ、コロナのお話 

健康診断を役立てよう！！

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

10月12日（火）15：00から日 時

講 師
茅ケ崎中央病院
      　　　総合診療科 　瀧井 孝敏 医師

インターネット環境でご視聴を

オンラインの視聴方法は、
事前に当院のホームページにて
ご確認ください。

　※ネット通信のため、Wi-Fi接続での
　　ご視聴をお勧めしております。

ご視聴に関するご不明点は
お気軽に当院へお電話ください。

茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583ｰ１

お問合せ

　一般的に、人の抵抗力より病原体（細菌
やウイルス）が病気を起こそうとする力（病
原性）が強くなると、感染が成立します。し
かし、非常に強い病原体もあります。感染
が成立する要因などを解説しながら、感染
症予防における三原則をお伝えします。

感染症予防のための三原則

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

10月26日（火）14：00～15：00日 時

講 師
茅ケ崎新北陵病院
           　　   内科 　中谷 速男 院長

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
中
耳
炎
な
ど
の
治
療
の
ほ
か
、

人
工
内
耳
の
埋
込
術
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科

の
石
田
克
紀
副
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

術
（
鼓
室
形
成
術
、鼓
膜
形
成
術
、

ア
ブ
ミ
骨
手
術
）】
や
、
両
側
重

度
感
音
難
聴
に
対
す
る
【
人
工
内

耳
埋
込
術
】
で
す
。
当
院
は
『
耳

科
手
術
研
修
施
設
』
と
し
て
日
本

耳
科
学
会
に
認
可
さ
れ
、
２
名
の

手
術
指
導
医
が
お
り
ま
す
。ま
た
、

４
Ｋ
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
体
に
負
担
が
少
な
い
【
経
外

耳
道
的
内
視
鏡
下
耳
科
手
術
】
も

積
極
的
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
工
内
耳
治
療
で
は
、
当
院
は

22
年
の
実
績
が
あ
り
、
重
度
の
感

音
難
聴
に
対
す
る
聴
こ
え
の
向

上
、
さ
ら
に
は
、
生
活
の
質
の
向

上
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

菌
が
入
っ
て
炎
症
を
起
こ
す
も
の

で
す
。
耳
が
痛
く
な
り
、
腫
れ
が

ひ
ど
い
と
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
は
、
局
所

の
処
置
、
抗
菌
薬
や
鎮
痛
薬
の
内

服
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

■
難
聴

　

音
が
聞
こ
え
に
く
い
状
態
の
こ

と
を
「
難
聴
」
と
い
い
、
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
不
都
合

が
生
じ
ま
す
。

　

突
発
性
難
聴
、
低
音
障
害
型
感

音
難
聴
、
加
齢
性
難
聴
な
ど
の
感

音
難
聴
や
、
中
耳
炎
、
外
耳
炎
な

ど
の
伝
音
難
聴
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
種
類
に
よ
っ
て
治
療
方
法
は

異
な
り
ま
す
が
、
薬
物
治
療
や
手

術
が
一
般
的
で
す
。

　

ま
た
、当
院
で
は
昨
春
、『
聴
覚
・

人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
』
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
認
知
症
の
予
防
に
つ

な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
難
聴
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
介
入
し
、
補
聴

器
の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
や
聴
覚
管

理
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

　

抗
菌
薬
の
内
服
や
、耳
の
処
置
、

必
要
に
応
じ
て
鼓
膜
を
切
開
し
、

中
の
膿
を
出
し
て
治
療
し
ま
す
。

■
外
耳
炎

　

鼓
膜
の
手
前
を
外
耳
と
い
い
、

こ
こ
の
炎
症
が
「
外
耳
炎
」
で
す
。

　

不
潔
な
耳
か
き
や
指
の
爪
な
ど

に
よ
っ
て
耳
の
中
が
傷
付
き
、
細

　
「
当
科
で
は
、
難
聴
や
め
ま
い
、

副
鼻
腔
炎
や
扁
桃
炎
な
ど
の
急

性
・
慢
性
疾
患
は
も
と
よ
り
、
入

院
、
手
術
治
療
に
も
対
応
し
、
常

に
新
し
い
知
識
を
取
り
入
れ
て
、

患
者
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、
真
珠
腫
性
中
耳
炎
、
耳

硬
化
症
、
耳
小
骨
奇
形
な
ど
の
中

耳
疾
患
に
対
す
る
【
聴
力
改
善
手

　

耳
の
病
気
に
つ
い
て
、
代
表
的

な
３
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

■
中
耳
炎

　

鼓
膜
の
奥
の
中
耳
で
炎
症
を
起

こ
し
た
も
の
が
「
中
耳
炎
」
で
す
。

最
も
多
い
の
は
、急
性
中
耳
炎
で
、

耳
が
激
し
く
痛
み
、
聞
こ
え
が
悪

く
、耳
が
つ
ま
る
感
じ
が
し
ま
す
。

右慢性穿孔性中耳炎
（大穿孔例）

外耳道真菌症を合併した
右慢性穿孔性中耳炎

左先天性真珠腫
（後上象限型）

右先天性真珠腫
（前上象限型）

白色の真珠腫が鼓膜から透見できる

穿孔から耳小骨が
確認できる 外耳道真菌症

小穿乳

茅ケ崎中央病院
耳鼻咽喉科

石田 克紀 副院長

ど
れ
も
「
聞
こ
え
」に
支
障
が
！

中
耳・
外
耳
の
病
気
、難
聴
の
種
類
を
紹
介

手
術
は
実
績
あ
る
耳
鼻
咽
喉
科
で

人
工
内
耳
の
実
績
は
22
年

「
聞
こ
え
」の
改
善
・
向
上
は
茅
ケ
崎
中
央
病
院
へ

茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分

中耳炎の主な種類

〜
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
〜

正
し
い
情
報
と
前
向
き
に
治
療
で
き
る
医
療
を

湘
南
東
部
総
合
病
院 

乳
腺
外
科
部
長
　
茂
垣
雅
俊 
医
師

秋（　
月
）は
啓
発
期
間

乳
が
ん
は  

〜  

代
で
急
増
！
ま
ず
、自
己
チェッ
ク

　

来
月
・
10
月
は
、
乳
が
ん
の
世
界
的
な
啓
発
月
間
で
す
。
近
年
、
日
本
で
も
「
乳

が
ん
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
乳
が
ん

の
罹
患
数
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
「
乳
腺
外
科
」
で
は
、
乳
が
ん
の
診
察
や
検
査
、
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。同
院
で
乳
腺
外
科
部
長
を
務
め
て
い
る
茂
垣
雅
俊
医
師
に
、

「
乳
が
ん
」
と
診
断
さ
れ
た
際
に
ど
う
す
べ
き
か
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー 

が

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
が
発
表
し
て

い
る
「
が
ん
の
統
計
２
０
２
１
」

に
お
い
て
、
女
性
が
乳
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
は
、
10
．６
と
し
、「
９

人
に
１
人
が
罹
患
」
す
る
こ
と
を

　
︱
︱
︱
当
紙
２
０
２
１
年
５
月

号
に
て
、
乳
が
ん
検
診
や
、
普
段

か
ら
自
分
の
乳
房
を
意
識
し
て
生

活
す
る
「
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
エ
ア

ネ
ス
」
に
つ
い
て
、
先
生
に
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
茂
垣
医
師
・
以
下
同
）「
は
い
。

前
回
に
引
き
続
き
、
乳
が
ん
に
つ

い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

示
し
て
い
ま
す
。
罹
患
率
で
は
、

特
に
40
代
後
半
か
ら
60
代
に
か
け

て
大
き
く
上
が
り
、
乳
が
ん
は
、

他
の
部
位
の
が
ん
に
比
べ
て
、
働

き
盛
り
の
世
代
に
発
症
し
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、『
乳
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
ら
、
ま
ず
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
』
と
い
う
お
話
で
す
。

　

今
、ち
ま
た
に
は
情
報
が
溢
れ
、

乳
が
ん
に
つ
い
て
も
多
く
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。『
乳
が
ん
』

と
診
断
さ
れ
た
時
、
ま
ず
行
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
正
し
い

情
報
の
収
集
で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
発
生
母
地
（
乳
管

あ
る
い
は
腺
房
）、
浸
潤
の
有
無
、

バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
相
異
に
よ
っ

て
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
か

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
病
気
の
進

行
度
と
と
も
に
治
療
法
を
選
択
す

る
判
断
材
料
に
な
り
ま
す
。
年
齢

や
家
族
歴
に
よ
っ
て
、
妊
よ
う
性

（
妊
娠
出
産
機
能
）
温
存
や
、
遺

伝
性
腫
瘍
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
最
新
の

正
確
な
情
報
収
集
が
必
要
で
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
正
し
い
情
報
を

得
る
た
め
に
は
、
何
を
参
考
に
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
は
、
日
本
乳
癌
学
会
編 『
患

者
さ
ん
の
た
め
の
乳
が
ん
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
お
勧
め
し
て
い

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
で
定
着
化

　

こ
の
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
観
点
か
ら
、
乳
が
ん
検
診

の
大
切
さ
や
、
乳
が
ん
に
つ
い
て

学
ぶ
活
動
が
、
近
年
、
国
内
で
活

発
化
し
て
い
ま
す
。「
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
」
を
は
じ
め
と
す
る
乳
が
ん

の
啓
発
イ
メ
ー
ジ
が
、
社
会
に
定

着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
一

つ
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

自
分
で
見
つ
け
ら
れ
る

　

乳
が
ん
の
啓
発
活
動
で
は
、
予

防
の
た
め
の
検
診
の
必
要
性
と
と

ま
す
。
さ
ら
に
乳
が
ん
の
情
報
収

集
の
際
に
参
考
に
な
る
代
表
的
な

サ
イ
ト
も
紹
介
し
ま
す
＝
右
表
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
当
院
・
乳
腺
外
科
へ
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
」

　
︱
︱
︱
さ
ら
に
、
先
生
か
ら
一

言
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
標
準
治
療
と
自
分
の
望
む
治

療
に
違
い
が
あ
れ
ば
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
相
談
し
、
前
向
き
に
治

療
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」。　　
〈
取
材
協
力
〉

湘
南
東
部
総
合
病
院

診
療
予
約
電
話

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

も
に
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要

性
も
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
乳
が
ん
が
、
自
分
で
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
が
ん

で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

定
期
的
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
っ
て
、
乳
房
の
異
常
を
自
分
で

い
ち
早
く
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
乳
房
の
し
こ
り
、
腫

れ
、
た
だ
れ
、
ひ
き
つ
れ
、
熱
感

な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
異
常
で
も
、

い
つ
も
と
違
う
様
子
や
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
積
極
的
に

専
門
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
40
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
２
年
に
１
回
は
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
受
診
を
心
掛
け
、
習
慣

化
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

10
月
は
、
乳
が
ん
の
世
界
的
な

啓
発
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
か

ら
始
め
て
み
て
、
心
配
事
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
乳
腺
外
科
な

ど
を
受
診
し
、
不
安
を
解
決
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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（人口10万対） 参照「がんの統計2021」

（歳）

2017年〈最新データ〉
2000年
1980年

乳がんの年齢階級別罹患率推移

湘南東部総合病院
乳腺外科部長

茂垣 雅俊 医師

国立がん研究センター「がん情報サービス」
  ▶▶https://ganjoho.jp/public/index.html

日本乳癌学会 ホームページ 
  ▶▶https://www.jbcs.gr. jp/

米国国立がん研究所（NCI）の日本語版データ
  ▶▶https://cancerinfo.tri-kobe.org/summary

国際医学情報センター「IMIC ライブラリ」
  ▶▶https://www.imic.or.jp/library/

乳がん情報サイトの紹介
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浴室・トイ
レ

中庭

居室

湘南ふれあいの園

☎0467̶86̶6534
（茅ヶ崎市茅ヶ崎2‒2‒3）JR東海道線「茅ケ崎駅」北口から徒歩４分

ACCESS

お申込み

介護付有料老人ホーム湘南ふれあいの園
ご夫婦一緒にホームでの生活を体験してみませんか?
当ホームはご夫婦入居が多いため、居室空間にゆとりをもたせて
おります。全室にIHキッチンを備え、お料理などの生活スタイルも
今まで通りという、魅力的な住環境を用意いたしました。
できることはご自身で行ないながら、将来の老後を考え、
介護サービスがあるマンションのような住まいとして好評です。

ご夫婦一緒にホームでの生活を体験してみませんか?
当ホームはご夫婦入居が多いため、居室空間にゆとりをもたせて
おります。全室にIHキッチンを備え、お料理などの生活スタイルも
今まで通りという、魅力的な住環境を用意いたしました。
できることはご自身で行ないながら、将来の老後を考え、
介護サービスがあるマンションのような住まいとして好評です。

●立地や利便性を実感できる
   （協力病院「茅ケ崎中央病院」の併設など）

●ご入居されている方の
   実際の生の声が聞ける
●浴室やキッチン、トイレ等
   使い勝手を体感できる

●音・室温・においなど、
   見えない部分を確かめられる
●ご夫婦一緒のお部屋で過ごし、
   感想を共有できる

●イメージではなく、
   実際のサービスとしてご自身の体験に残る

体験入居のメリット

体験入居キャンペーン

１１，０００円１泊
３食付

各日夫婦１組限定
●10/9土～24日
●夫婦２名さま料金

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
少

人
数
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
な
が
ら
進
行
す
る

ス
タ
イ
ル
を
と
る
今
回
の
開

催
。
い
つ
も
よ
り
も
質
問
が
し

や
す
く
、
終
了
後
に
は
「
湘

南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
の
館
内

を
、
個
別
見
学
で
き
る
と
い

う
お
得
な
セ
ミ
ナ
ー
な
の
で
、

予
約
の
殺
到
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
お
早
め
に
お
電
話
（
☎

０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３
４
）

で
お
申
し
込
み
を
！

㈰
で
、
各
日
14
時
〜
15
時
。
会

場
は
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

（
JR
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩

４
分
）。
１
日
２
組
限
定
の
個

別
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
参

加
無
料
・
事
前
予
約
制
。

い
つ
も
よ
り
質
問
し
や
す
い

　

老
人
ホ
ー
ム
選
び
の
基
礎
知

識
や
失
敗
し
な
い
た
め
の
予
備

知
識
な
ど
が
集
約
す
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
湘
南
エ
リ
ア
を
中

心
に
、年
間
20
回
以
上
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０
名
以
上

が
参
加
し
て
い
る
好
評
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
９
月
に
続
き
、
10

月
も
、
各
家
庭
単
位
で
の
参
加

が
し
や
す
い
よ
う
に
、
１
日
２

組
限
定
の
個
別
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

個
別
の
質
疑
応
答
の
時
間

も
あ
り
、「
我
が
家
の
特
別
な

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
個
別
だ
か

ら
遠
慮
な
く
聞
け
て
、
よ
か
っ

た
」「
基
準
に
な
る
最
初
の
見

学
施
設
を
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
以

後
、
比
較
が
で
き
て
い
る
」
な

ど
の
声
が
多
く
、
好
評
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
担
当
者
は
、「
１

時
間
程
度
の
内
容
で
す
が
、
ご

参
加
さ
れ
る
方
の
ご
希
望
に
合

わ
せ
た
時
間
の
開
催
も
可
能
で

　

高
齢
者
施
設
の
種
類
や
資
金

計
画
を
学
ぶ
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー

「
失
敗
し
な
い
老
人
ホ
ー
ム
の

選
び
方
」
が
10
月
の
期
間
に
、

毎
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
は
10
月
１
日
㈮
〜
24
日

10/1（金）
10/24（日）

セミナー日時

セミナー会場

各日２組限定

  〜

１4：００～１5：００

茅ケ崎駅

新湘南バイパス
44

ラスカラスカ

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

文化会館文化会館
茅ヶ崎市役所茅ヶ崎市役所

郵便局郵便局

公園

1

イオン

スルガ銀行スルガ銀行
ガストガスト

湘南ふれあいの園
JR「茅ケ崎駅」北口 徒歩４分

◆
夫
婦
限
定
の

   

体
験
入
居
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

10
月
９
日
㈯
〜
24
日
㈰

１
泊
２
日
・
３
食
付
き

夫
婦
２
名
で
１
万
１
０
０
０
円

　
　

※
１
日
１
組
の
限
定
料
金

詳
し
く
は
、
左
記
参
照
を
。

現在は感染防止対策を講じて開催現在は感染防止対策を講じて開催

過去のセミナーの様子

ラウンジ

●入居一時金 〈お一人の場合〉1,990万円～
　　　　　　 〈ご夫婦の場合〉3,420万円～

●月額利用料 〈お一人の場合〉21万5,900円～
　　　　　　 〈ご夫婦の場合〉34万9,300円～（ （医療法人社団

康心会

●昨夏グランドオープンしたばかりの新ホーム
●ご夫婦（二人用）居室を設置！
●階下は 　　　　 茅ケ崎中央病院
●茅ケ崎駅まで徒歩４分

お問合せ ☎０467- 86 - 6534

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園 介護付有料老人ホーム

入居相談・資料請求は、お気軽にお電話ください。

種別：一般型特定施設入居者生活介護／構造：鉄筋コンクリート造・地下１階地上12階（居室フロアは５階～９階）／
居室数：全81室／居室面積：21㎡～48㎡（居室タイプによる）／入居資格：原則65歳以上の自立・要支援・要介護
（一人入居または夫婦入居）／入居一時金：1990万円～4420万円（お一人の場合）、3420万円～5050万円
（ご夫婦の場合）、月額利用料：21万5900円～23万7900円（お一人の場合）、34万9300円～36万5800円
（ご夫婦の場合）、それぞれ管理費・食費・水光熱費を含む（注）要介護認定者の場合、介護保険の１割～３割の別途
負担あり／全室共通施設：IHキッチン・浴室・トイレ・クローゼット・ランドリースペース／協力医療機関：茅ケ崎中央病
院・湘南東部総合病院・茅ケ崎新北陵病院／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2021.10.31

入居者さ
ま

募集

好評につき１０月も継続！
「失敗しない老人ホームの選び方」

１日２組限定の個別セミナー開催

介護付有料老人ホーム・湘南ふれあいの園

20名〈11/11㊍まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

11月18日（木）～３月17日（木）
2021年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」
（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）スクーリングは期間中に計１７日間

　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

11月生
大募集!

　

○
…
今
年
６
月
に
院
長
と
し

て
着
任
。
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス

ピ
タ
ル
の
印
象
を
、「
ス
タ
ッ
フ

が
『
皆
で
良
い
病
院
に
し
て
い

こ
う
』
と
い
う
意
欲
に
満
ち
て

い
ま
す
。
昨
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
な
の
で
、

病
院
自
体
も
柔
軟
性
に
富
み
、

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
出

身
は
京
都
府（
京
都
大
学
卒
）で
、

「
当
院
が
あ
る
古
都
・
鎌
倉
は
、

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
似

て
い
て
、
親
近
感
を
抱
い
て
い

ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

　

○
…
専
門
は
呼
吸
器
で
、
肺

炎
な
ど
の
内
科
的
な
治
療
の
ほ

か
、
外
科
医
と
し
て
肺
が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
手
術
も
担
当
し

て
き
ま
し
た
。「
年
に
１
２
０
件

ほ
ど
執
刀
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
肺
が
ん
の
自
覚
症
状
に
は
、

咳せ
き
・
痰た
ん
、
息
切
れ
や
胸
痛
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
顕
著
に
み
ら
れ

る
よ
う
で
は
、
す
で
に
進
行
し
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
前
の

早
期
治
療
の
た
め
に
は
、
少
な
く

と
も
年
に
一
度
は
、
胸
部
Ｘ
線
の

検
査
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
」。

呼
吸
器
を
は
じ
め
と
す
る
治
療

後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
う
っ
た
え
、「
ご
退
院
後
、

日
常
生
活
に
お
け
る
ち
ょ
っ
と

し
た
動
作
の
回
復
に
苦
労
さ
れ
、

ご
家
族
が
心
配
す
る
ケ
ー
ス
を

多
く
み
て
き
ま
し
た
。
当
院
で

は
、
回
復
期
の
特
定
疾
患
に
限

ら
ず
、
幅
広
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
、
安
心
し

て
ご
自
宅
に
お
戻
り
い
た
だ
け

る
手
厚
い
ケ
ア
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

○
…
「
か
か
り
つ
け
」
と
し

て
、
地
域
の
医
療
を
担
っ
て
い

る
同
院
。「
医
療
の
プ
ロ
と
し
て
、

病
状
を
分
析
し
、
よ
り
専
門
的

な
医
療
機
関
で
の
治
療
が
望
ま

し
い
か
を
判
断
す
る
“
橋
渡
し
”

の
役
割
は
大
切
で
す
。
そ
し
て

現
場
で
は
、
た
だ
医
療
を
施
す

の
で
は
な
く
、
以
前
の
日
常
に

近
い
状
態
に
ま
で
回
復
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
よ
り
具
体
的
な

内
容
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
話
し
、「
全
力
で
患
者
さ
ま

と
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
病
院

と
し
て
、
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

安
心
で
き
る「
退
院
」の
重
要
性

     

　
　
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
は
全
力
で

平田 敏樹 医師
 （ひらた としき）　　　　

ふれあい鎌倉ホスピタル 院長
【 内科・呼吸器内科 】
日本外科学会 認定医
日本呼吸器外科学会 専門医
日本胸部外科学会 指導医

介
護
老
人
保
健
施
設
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
（
茅
ヶ
崎
市
行
谷
）

「
安
心
感
」と「
信
頼
」の
下
で
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
、
自
宅
や

地
域
の
中
で
、
よ
り
良
い
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

施
設
に
通
い
、必
要
な
支
援
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。茅
ヶ
崎
市
行
谷
に
あ
る「
ふ

れ
あ
い
の
丘
」で
は
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
北
部
に
あ
る
介
護
老

人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
丘
」

で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
、
自
宅

な
ど
で
生
活
し
て
い
る
人
に
対

し
、
身
体
機
能
の
訓
練
な
ど
を
提

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

感
染
対
策
は
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

　
（
ス
タ
ッ
フ
）「
当
施
設
・
ふ
れ

あ
い
の
丘
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
化
を
は
か
り
、
感
染
対
策
に
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
ス
タ
ッ
フ
の
体
調
管
理
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
用
者
さ
ま

の
手
が
触
れ
る
施
設
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
や
物
品
に
は
、そ
の
都
度
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、送
迎
時
の
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
飛
沫
防
止

の
た
め
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

供
す
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
通
っ
て
く
る
利
用

者
が
、
自
宅
だ
け
で
な
く
地
域
で

も
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
が
送
れ
る

よ
う
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
心
身
の
回
復
を
支

援
し
、
さ
ら
に
は
、
利
用
者
が
自

立
し
て
活
動
的
に
な
り
、
以
前
の

よ
う
な
社
会
参
加
が
可
能
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
「
個
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
克
服
す
る
た

め
に
、
各
自
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
も

置
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
し
て

い
く
こ
と
で
、
利
用
者
さ
ま
や
ご

家
族
が
、
安
心
し
て
当
施
設
で
お

過
ご
し
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
考

え
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て

感
染
対
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

自
宅
で
生
じ
た
課
題
に
も

　
「
そ
の
反
面
、
感
染
の
防
止
に

努
め
る
た
め
に
、
現
在
、“
訪
問
”

は
、
最
小
限
に
留
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
す
。

　

日
々
の
ご
自
宅
生
活
の
中
で
、

利
用
者
さ
ま
が
課
題
を
生
じ
た
際

に
、
通
常
で
し
た
ら
、
実
際
の
場

施
設
内
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
様
子

検
温
で
安
心
の
通
所
を
お
約
束

送
迎
時
に
家
族
と
情
報
共
有
も

面
に
立
会
い
、
状
況
を
確
認
し
、

具
体
的
な
解
決
策
の
提
案
を
行
な

い
ま
す
が
、
現
在
で
は
そ
れ
が
通

常
通
り
に
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
送
迎
時
に
、

ご
家
族
と
の
対
話
の
機
会
を
設
け

た
り
、
お
手
紙
な
ど
の
や
り
と
り

で
、
生
活
状
況
の
確
認
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
他
事
業
所
と

情
報
を
共
有
し
、
利
用
者
さ
ま
の

た
め
に
、
的
確
な
介
助
方
法
や
福

祉
用
具
を
選
定
し
、
提
案
で
き
る

よ
う
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
健
康
と
幸

せ
に
貢
献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
、
提
供
し
て
い
き
ま
す
」。

ふれあいの丘
☎0467（54）8111

茅ヶ崎市行谷602-1

茅ケ崎
新北陵病院
茅ケ崎
新北陵病院
寒川駅
寒川駅

湘南さくら病院湘南さくら病院

文教大文教大

茅ケ崎
里山公園 ココ
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〒244-0806   
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48 https://sums.ac.jp入試事務室

湘南医療大学 HP☎045-821-0115 

入試事務室 詳しくは本学ホームページをご覧ください。

編入学試験日・募集人数

Ⅰ期　 2021年10月 9日（土）

Ⅱ期　 2021年11月13日（土）

Ⅲ期　 2022年 ２月  5 日（土）

試験日

各10名

募集人数

湘南医療大学 薬学部の特長

チューター制 個別指導 国家試験対策

グループ病院での実習 横浜・都心から好アクセス

私たちは、入学する学生の一人ひとりの「夢」の実現を
支援することが大切だと考えます。
湘南医療大学では、経験豊かな教員による
きめ細やかな薬学教育、少人数制教育で
薬剤師国家試験の全員合格を目指しています。
あなたも 6年制薬学部で薬剤師を目指しませんか？

2022年度 6年制 薬学部6年制 薬学部

２年次編入試験 出願開始

医療法人大樹会

お問合せは、ふれあい鎌倉ホスピタル TEL0467-23-1111㈹ へ

ふれあい鎌倉ホスピタル
●一般内科   ●呼吸器内科　●循環器内科 
●一般外科　●消化器外科　●整形外科　 
●内視鏡センター　  ●透析センター　
●リハビリテーションセンター　
●訪問診療　   ほか 〈2021年9月現在〉 JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前

御成通り
駅徒歩
3分

ふれあい鎌倉ホスピタル
御成町9-5

肺炎症状が見られる 治療後の様子平田敏樹 新院長

午
前

午
後

峰野

峰野峰野

峰野

平田

峰野 峰野

杉本

藤田

小山

小山

小山

小山

月 火 水 木 金 土

院長外来
平田
院長外来 ‹隔週›

平田
院長外来

平田
院長外来

平田
院長外来

ふれあい鎌倉ホスピタル
 内 科

１
カ
月
続
く
の
は
「
異
常
」

　

咳
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
も
起

こ
り
得
る
一
般
的
な
症
状
で
あ
る

た
め
、「
咳
ぐ
ら
い
、
大
丈
夫
」

「
ち
ょ
っ
と
喉
に
引
っ
か
か
っ
て

い
る
だ
け
」
と
、
安
易
に
考
え
た

り
、
ど
の
よ
う
な
咳
で
あ
っ
た
ら

受
診
す
れ
ば
よ
い
か
、
迷
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、１
カ
月
も
続
く
咳
や
、

一
度
治
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
咳
が

再
び
続
き
、
長
引
い
て
い
る
（
１

カ
月
程
度
）
場
合
は
、
何
か
の
病

気
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
て
、
必
ず
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
受
診
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
、
症
状
に
関
す
る
悩
み
に

関
し
て
も
、「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
相
談
が
可
能

で
す
。

　

病
気
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
ベ
ス
ト
な
の
で
、迷
っ
た
時
は
、

同
院
へ
気
軽
に
相
談
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

〈
取
材
協
力
〉

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

　
☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

　

咳
が
止
ま
ず
、
２
カ
月
以
上
も

続
い
て
い
る
状
態
は
、【
慢
性
咳

嗽
（
ま
ん
せ
い
が
い
そ
う
）】
と

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に

起
こ
り
得
る
も
の
で
、
原
因
の
一

つ
に
「
咳
喘
息
」
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

咳
喘
息
は
、「
喘
息
」
の
前
駆

段
階
的
な
状
態
で
あ
り
、
喘
息
の

比
較
的
軽
い
も
の
を
指
し
ま
す
。

し
か
し
、
咳
が
続
き
、
胸
の
音
が

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」「
ゼ
ー
ゼ
ー
」

と
鳴
る
よ
う
な
場
合
は
、
咳
喘
息

に
加
え
て
、
喘
息
を
発
症
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

中
高
年
の
喘
息
が
増
加

　

咳
喘
息
や
喘
息
は
、
小
児
の
病

気
と
認
識
し
て
い
る
人
が
い
ま
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

近
、
中
高
年
な
ど
の
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
喘
息
を
発
症
す
る
人
が
、

増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、【
非
結
核
性

抗
酸
菌
症
】
と
い
う
感
染
症
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
女
性
に
多
い
と

い
わ
れ
て
い
る
感
染
症
で
す
。

　

水
や
土
の
中
に
存
在
す
る
菌
に

よ
る
も
の
で
、
浴
室
や
土
を
扱
う

環
境
で
、
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
趣
味
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

行
な
う
人
が
多
く
な
っ
た
こ
と

や
、
定
年
後
に
家
庭
菜
園
な
ど
の

畑
仕
事
に
時
間
を
割
く
場
面
が
多

く
な
っ
た
な
ど
、
現
代
の
中
高
年

な
ら
で
は
の
生
活
状
況
が
関
係
し

て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
咳
」
の
症
状
で
も

　

呼
吸
器
疾
患
は
、
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
最
も
身
近
な
呼
吸
器
症

状
と
い
え
ば
、「
咳
」
が
あ
り
ま

す
。
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
出
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
喉
に
違

和
感
が
あ
っ
た
時
な
ど
の
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
か
ら
、
肺
な
ど
の
臓

器
に
重
大
な
異
常
が
あ
る
場
合
な

ど
、
咳
は
幅
広
く
出
ま
す
。

院
長
外
来
を
新
設

　

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分
に

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
は
、
今
夏
、
新
し
く
平
田
敏

樹
院
長
＝
今
号「
こ
の
人
に
聞
く
」

に
て
紹
介
＝
が
着
任
し
、
外
来
診

療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

平
田
院
長
が
担
当
す
る
【
院
長

外
来
】
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
火

曜
日
の
午
前
・
午
後
、
水
曜
日
の

午
後
、
金
曜
日
の
午
前
・
午
後
に

診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
詳
し
く

は
、
左
の
内
科
診
療
表
を
参
照
）。

　

平
田
院
長
は
、
呼
吸
器
を
中
心

と
す
る
医
療
に
長
く
従
事
し
て
き

た
キ
ャ
リ
ア
を
も
ち
、
呼
吸
器
疾

患
に
専
門
的
な
知
見
を
も
ち
ま

す
。
外
来
枠
を
増
や
し
、
最
寄
り

駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
良
い
地
域
病

院
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
地

元
の
人
々
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

受
診
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

全
棟
を
建
て
替
え
、
昨
春
、
新
築
病
院
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
診
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
呼
吸
器
を
専
門
と
す
る
平
田
新
院
長
の
外
来
枠
も
新
設
し
ま
し
た
。

新
院
長
着
任
の
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

呼
吸
器
診
療 

さ
ら
に
充
実

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
外
来
枠
を
拡
大

特 集
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ご視聴の際は、事前申込みを

右のQRコードを読取ると
申込みページが表示されます →

Zoom配信でパスコードが
必要になりますので、
事前に当院ホームページにて
お申込みください。

※申込締切は、１０月２５日月11：00です。

湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

お問合せ

　理美容の中でもマニキュアは、医療・福祉
における「彩爪介入」「福祉ネイル」と呼ば
れ、特に認知症高齢者のＱＯＬの向上や、Ｂ
ＰＳＤの軽減が期待されています。短時間で
できるマニキュアで、認知症高齢者が元気
になれる方法と、その効果をお伝えします。

彩爪介入（さいそうかいにゅう）～元気になれるマニキュア～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

10月26日（火）14：00から日 時

講 師
湘南さくら病院
            リハビリテーション科 　佐藤 綾香 作業療法士

当院ホームページから事前申込みを

オンライン会議アプリ「Zoom」
の事前インストールと、当院の
ホームページから参加のお申込み
が必要です。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

お問合せ

　日本東洋医学会認定漢方専門医・宮田
医師による、毎回好評の漢方講座「知って
おきたい漢方のいろは」を開催します。漢方
診療とはどのようなものかを、皆さまにわかり
やすく説明します。多くのご視聴をお待ちし
ております。

知っておきたい漢方のいろは～初めて漢方にふれる皆様に～

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
10月30日（土）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科・内科・呼吸器内科  宮田 篤志 医師

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／10月15日㈮

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年者等を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
環
境
変
化
の
影
響

自
粛
生
活
で
認
知
症
状
が
悪
化

必
要
な
医
療
は
避
け
ず
に
受
診
を

湘
南
さ
く
ら
病
院

認
知
症
・
精
神
専
門
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
結
集

〈
取
材
協
力
〉

　

認
知
症
状
は
、
悪
化
さ
せ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
介
護
負
担
が
増
え

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
認

知
症
か
な
」
と
思
う
場
面
に
直
面

し
た
ら
、
一
度
、
同
院
へ
相
談
を
。

す
る
「
精
神
科
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
」
も
あ
り
ま
す
。
在
宅
で
の
不

安
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
訪
問
看

護
師
が
住
ま
い
を
訪
れ
、
患
者
本

人
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、
家
族
の

相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
大
須
賀
康
高
院
長
は
、

「
日
常
生
活
で
も
の
忘
れ
が
目

立
っ
て
き
た
り
、
同
じ
こ
と
を
何

度
も
話
す
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
院
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
せ
ん
妄
や
、
う
つ
症
状
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
『
老
年
期
精

神
障
害
』
や
『
老
年
期
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
』
に
関
す
る
相
談
も
、

お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
疾
患
の
専
門
病
院
「
湘

南
さ
く
ら
病
院
」
で
は
、
認
知
症

の
治
療
に
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
医
師

や
、
専
門
性
を
極
め
た
看
護
師
、

介
護
士
、療
法
士
な
ど
を
そ
ろ
え
、

来
院
者
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

精
神
科
分
野
も
相
談
を

　

ま
た
、
同
院
で
は
、
精
神
科
分

野
に
長
け
た
看
護
師
が
、
自
宅
な

ど
を
訪
問
し
、
看
護
ケ
ア
を
提
供

　

高
齢
者
の
認
知
症
を
専
門
と
し
て
い
る
「
湘
南
さ
く
ら

病
院
」（
茅
ヶ
崎
市
）
で
は
、
平
日
の
毎
日
、
午
前
の
時

間
帯（
９
時
〜
正
午
）に
、外
来
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

の
利
用
を
控
え
る
こ
と
で
、
家
族

の
介
護
負
担
が
増
え
た
の
で
す
。

　

介
護
対
象
者
の
認
知
症
状
が
さ

ら
に
悪
化
、
ま
た
は
身
体
機
能
が

よ
り
低
下
す
れ
ば
、
介
護
の
負
荷

は
今
以
上
に
高
ま
り
ま
す
。

　

不
要
な
外
出
は
避
け
る
べ
き
で

す
が
、
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
介
護
す

る
人
の
ス
ト
レ
ス
が
、
介
護
時
に

き
つ
い
態
度
に
出
て
し
ま
っ
た

り
、
間
違
っ
た
対
応
を
し
て
し
ま

う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
必
要
な
診

察
は
し
っ
か
り
受
け
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
０
年
８
月
］
に
よ
っ
て
、

日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
、
Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ
）
や
認
知
機
能
、
行
動
心
理

症
状
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
＝
上
グ
ラ
フ
。

本
人
の
ほ
か
家
族
に
も

　

さ
ら
に
、
在
宅
介
護
を

し
て
い
る
家
族
が
、「
仕
事

を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
」「
精
神
的
・
身
体

的
な
負
担
が
増
し
た
」
と
い

う
現
実
も
あ
り
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

予
防
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
外

出
が
激
減
し
た
り
、
面
会
制
限
が

起
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
感

染
拡
大
下
に
お
け
る
認
知
症
者
へ

の
影
響
の
調
査
［
広
島
大
学
／

認知機能の低下 行動心理症状
の出現・悪化

70

60

50

40

30

20

10

  0
（％）

53.9％
47.4％

67.3％

53.8％
60.8％

46.0％
41.4％
30.8％施

設
入
所
・
重
度
認
知
症

在
宅
・
重
度
認
知
症

在
宅
・
重
度
認
知
症

施
設
入
所
・
重
度
認
知
症

施
設
入
所・軽
度
、中
等
度
認
知
症

在
宅
・軽
度
、中
等
度
認
知
症

在
宅
・軽
度
、中
等
度
認
知
症

施
設
入
所・軽
度
、中
等
度
認
知
症

コロナ禍で認知症者にみられた影響湘南さくら病院
認知症疾患専門病院

主な取扱疾患
●認知症 ●老年期精神障害
●うつ病  ●統合失調症

茅ケ崎駅・湘南台駅から神奈中バス「文教大学」停歩８分
ACCESS

湘
南
さ
く
ら
病
院

【
外
来
診
察
／
予
約
制
】

    

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
各
午
前

☎
０
４
６
７・５
４・９
６
０
０

　
　

 （
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
）

茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
１
８
３
３

メ
タ
ボ
該
当
者
割
合
、市
町
村
で
格
差

　 

特
定
健
診
で
メ
タ
ボ
を
早
期
発
見
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
め
の
治
療
を

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
兼
坂 

茂 

副
院
長

い
疾
患
を
発
症
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
検
査
で
は
、

わ
ず
か
５
分
程
度
で
手
軽
に
血
管

年
齢
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
早
期
発
見
や
予
防
に
つ
な
げ

る
た
め
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

　

首
の
部
分
に
電
子
測
定
器
を
あ

て
る
だ
け
で
動
脈
硬
化
を
推
定
で

き
る
『
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
』
も

あ
わ
せ
て
受
け
る
と
、
さ
ら
に
正

確
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は
保
険
適
用

外
に
な
り
ま
す
が
、『
自
分
の
体

の
こ
と
を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
』
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
」。　　
　
〈
取
材
協
力
〉

談
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
」

血
管
の
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　
「
当
院
で
は
、
血
液
検
査
や
尿

検
査
と
い
っ
た
特
定
健
診
の
基
本

項
目
の
検
査
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
実
施

し
て
い
ま
す
。『
動

脈
硬
化
検
査
（
Ａ

Ｂ
Ｉ
）』
も
そ
の

中
の
一
つ
で
す
。

　

動
脈
硬
化
は
、

放
っ
て
お
く
と
脳

卒
中
や
心
疾
患
な

ど
、
死
亡
率
の
高

発
見
し
て
、
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
毎
年

必
ず
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
を
発

見
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
へ
と
つ

な
げ
る
こ
と
が
目
的
の
健
診
で
、

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
保
険
者
が
、
40
〜
74
歳
ま
で

の
医
療
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
『
平
塚
市
こ
く
ほ
の
健

診
』
の
実
施
医
療
機
関
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

自
覚
の
な
い
う
ち
に
進
行

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
治
療
を
始
め
な
い
人
が

多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
進
行
す
る
と
、
ド
ミ
ノ

倒
し
の
よ
う
に
健
康
状
態
が
悪
化

し
て
い
き
、
重
篤
な
合
併
症
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
、
早
め
に

　
「
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12
☎︎
０
４
６
３
・
２
２
・

４
１
０
５
）
が
実
施
し
て
い
る
健
康
診
断
で
は
、
血
管
を
調
べ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
同
院
の
兼
坂
茂
副
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

す
る
人
の
割
合
は
、
同
じ
県
内
で

も
、
市
町
村
ご
と
に
格
差
が
あ
り

ま
す
。

　

上
表
は
、
湘
南
エ
リ
ア
の
市
町

村
に
住
む
65
歳
か
ら
74
歳
の
特
定

健
診
等
受
診
者
の
調
査
結
果
で
す

（
神
奈
川
県
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

「
県
内
市
区
町
村
の
疾
病
・
医
療

費
関
連
デ
ー
タ
分
析
」
よ
り
）。

　

神
奈
川
県
全
体
の
メ
タ
ボ
該
当

者
割
合
は
17
％
で
す
が
、
茅
ヶ
崎

市
は
19
％
で
県
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
大
磯
町
は

11
％
と
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

茅
ヶ
崎
市
と
は
８
ポ
イ
ン
ト
も
の

差
が
あ
り
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
①
を
満
た
し
、
か
つ
②

の
項
目
の
１
つ
に
該
当
す
る
人

を
、「
予
備
群
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
の
状
態
が
続
く
と
、
動

脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
進
行
さ

せ
、
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な
る
た
め
、
早
め
に
治
療
を
開

始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」（
以
下
、
メ
タ
ボ
）
の
該
当

　

 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　

   　
　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

　

特
定
健
診
等
の
受
診
結
果
か
ら
、
神
奈
川
県
内
に
お
け
る
市
町
村
ご
と
の
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
」
の
割
合
そ
の
他
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
健

康
診
断
に
よ
っ
て
、
数
値
で
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

メタボ該当者の割合など

神奈川県
茅ヶ崎市
寒川町
伊勢原市
平塚市
藤沢市
二宮町
秦野市
大磯町

22％
22％
22％
24％
23％
22％
19％
22％
20％

30％
31％
29％
29％
29％
30％
30％
27％
22％

17％
19％
18％
17％
17％
17％
17％
16％
11％

65～74歳
BMI  　腹囲　  メタボ

※湘南エリアを中心に作成

神奈川県政策研究センター
「県内市区町村の疾病・医療費関連データ分析※」参照

神奈川県

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科・循環器内科

兼坂 茂 副院長

者
と
は
、
①
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

よ
っ
て
腹
囲
が
一
定
値
を
超
え
、

か
つ
②
「
血
圧
高
値
」「
脂
質
異

常
」「
高
血
糖
」の
３
項
目
の
う
ち
、

２
つ
以
上
に
該
当
す
る
人
を
指
し

　
　
大
磯
町
は

　
　
　
　
該
当
割
合
が
低
め

健
康
状
態
を
数
値
で
確
認

　

メ
タ
ボ
の
進
行
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
早
期
の
治
療
開
始
が
肝

要
で
す
。
健
康
長
寿
を
実
現
す
る

た
め
に
、ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
、

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

神
奈
川
県
民
で
メ
タ
ボ
に
該
当問診、身長、体重、BMI、腹囲、血圧

診察等

AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GT（γ-GTP）

肝機能

血中脂質

尿・腎機能

代謝系

尿糖、HbA１c、血清尿酸

尿蛋白、血清クレアチニン

中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール

「平塚市こくほの健診」
主な検査項目
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